
熊本大学工学部 附属ものづくり創造融合工学教育センタ一 平成 21年度 年次報告書

ソーラー力一製作とレース参加による創造的工学教育の活性化

ものづくり創造融合工学教育センタ一 平英雄，大説IJ慶史，飯田晴彦，成松宏

1 .背景と目的

近年，大学や高専を対象とした各種コンテス トが全

国規模で盛んに行われている.いずれも学生が自ら構

想 ・設計 ・製作したもので競技が行われるため，学生

の自主的なものづくりの総合能力を養成できる.そし

て，競争意識による強力なモチベーションも期待でき

る また一方で、工学教育において様々な知識や技術

を統合し，唯一解のない問題に対して実現可能な解を

提案していくという意味でのデザイン能力が重要視さ

れている.この能力には社会の要求への対応，製品の

試作と評価(性能のほか，安全性，経済性，環境調和

性等) ，品質管理，創造性，問題設定能力等も含まれ

る.前述のコンテストなどはこのデザイン能力を高め

るのに有効であり，実際に参加することによる教育的

効果は多大なものがあると考えられる.

昨年度我々はものづくり予算によってソーラーカー

を製作し，その過程でゼロから車体を製作すること，

そして様々な専門分野の人が集まって lつのプロジェ

クトを成し遂げる ことの難しさを経験してきた.もの

づくり教育において製作した実機を実際のレースに出

場させ，その性能や強度，耐久性などを試験すること

はプロジェク トの流れの中でとても重要で大きな意味

があるさらに，この結果をもとにしてさらなる改良，

開発を行ない実機の性能の向上が必要であり ，今回実

際に鈴鹿サーキッ トで行われた“DreamCupソーラー

カーレース鈴鹿"に参加し，その結果を踏まえて次機

の製作を開始した.

最近のエコロジーへの社会的関心の高まりは目を見

張るものがあり，今後の技術は環境問題を意識しなけ

れば高い評価は得られないと思われる このような状

況の中でソーラーカーを製作し，レースに出場すると

いった経験は今後の研究，開発さ らに技術者としての

思想にもいい意味で影響を与えると考えられ，例えば，

かつて公害を出さないよう な技術が必要とされていた

のと 同じように，環境問題を意識することは次世代の

技術者として必要なスタンスであると考えられる.ま

た，専門が違う学生達がチームを組んでソーラーカー

を作り上げ， レースに出場し，その上で更なる改良を

行ってし、く過程をノウハウとして蓄積することは，今

後の工学部におけるものづくり教育を行っていく上で

大きな意味があり，教育的な財産となると考えられる

また，競技結果を踏まえて更なる改良，開発をすると
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いった「ものづくり Jについての一連の工程を提示す

ることができる.

2.期待される効果

学生が製作した車体で実際のレースに参加すること

で，工学部学生全体のものづくりに対するモチベーショ

ンの向上と地域などへの対外的なアピーノレ効果が期待

できる目

実施は教務補佐員やセンタースタ ッフによる製作活

動の形態だが，教職員に協力を得て関連する授業科目な

どで取り 上げてもらうなど，専門科目に対する興味を引

き出す効果がある.

また， このテーマ設定により 高校生などの関心を惹く

こと， tt!:間的な話題性，そしてなにより， Iウチの大学

ではソーラーカーの製作をしている」という在学生に与

える話題性やインパク卜こそが，本プロジェク卜の期待

する効果であり，ものづくり創造融合工学教育事業の目

的のひとつである「工学部学生のものづくり意識の向

上Jを実現するためのひとつの提案で、ある.{ 、--
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さらに，実際のフ。ロジェク ト遂行においては，モノを

設計 ・製作するという事は，あらゆる事象に対しての考

察と結論を自ら生み出さなくてはならない.無から有を

考える事3 そしてモノを生み出す過程では，多岐にわた

る与件， リサイクル，リユース，材料のコストまでも考

慮しなければならず，その上で新しい考えや製品を生み

出していく.したがって，より実践的なものづくりのプ

ロセスを提示する事は，各学科の専門分野での創造性の

発芽となり得るとともに，想像力，推察力，思考力，構

想力，異分野融合力などの有効なエクササイズとなる.

また，ものづくり教育や創造的な技術者育成，技術者と

しての行動や態度を提示することができる.これら製作






